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研究成果の概要（和文）：循環器疾患における医療費削減及び診療の質的向上を目指し、増加する冠動脈CTの読影業務
を効率化し、かつ、研究用データベースとして活用できる冠動脈CT読影支援システムを開発した。開発したシステムは
、各種CT再構成画像を血管ごとに自動分類することで画像選択を省力化し、更に画像上の病変位置や狭窄度、プラーク
性状等の病変情報を管理して過去との病変比較を容易にすることを特徴とする。虚血性心疾患を対象に、本システムの
臨床評価を行ったところ、従来のPACS等を用いたレポート入力による読影法と比較して、読影時間が減少、また熟練読
影医と若手読影医の病変部位の一致率が向上し、本システムの有効性が示された。

研究成果の概要（英文）：To improve cardiovascular CT  imaging workflow, we developed an interpretation sup
port system. The system can record information regarding the disease location, nature of the plaque, and p
resence or absence of calcification. In addition, we developed image classification method utilizing DICOM
Tag to help radiologists to choose images for reading. To investigate whether a newly developed support sy
stem could reduce the time taken by radiologists to read coronary artery CT images, as well as to improve 
diagnostic accuracy, a total of 20 studies including 10 initial and 10 follow-up CT were reviewed by two r
eaders. As a result, the reading time for both readers was reduced by 20%. The diagnostic concordance rate
 for disease location was increased from 92% to 100%.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 

従来システムによる冠動脈 CT の読影業務で

は、画像解析ワークステーションで構築され

た各種再構成画像が DICOM（Digital Imaging 

and Communication in Medicine）形式で PACS

（ Picture Archiving and Communication 

Systems）に保存され、読影医はそれらの再

構成画像を PACS 端末に読み込んで読影を行

っていた。血管一本一本に対して CPR や血管

短軸像が生成されるため，PACS 端末において

一度に読影すべき再構成画像は１検査当た

り約 20 シリーズ以上にものぼる。そのため

病変数が多いと全体の画像を展開し読影す

るのに時間を要していた。更に経過観察（フ

ォローアップ）時の読影では、従来のワーク

ステーションや PACS には過去の画像上の病

変位置までは残されないため、前回病変の確

認・特定が困難、また病変の見落としが生じ

るという課題があった。また冠動脈 CT の評

価結果や臨床データを手動で調べデータベ

ース化するのに労力を要していた。そこで冠

動脈 CT の読影業務や研究業務を効率化する

ことを目的とするシステム開発に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究では，循環器疾患における医療費削減

及び診療の質的向上を目指し、年々増加する

冠動脈 CT の読影業務を効率化し、かつ、研

究用データベースとして活用できる読影支

援システムの開発及び臨床評価を目的とし

た。 

 

３．研究の方法 

開発システムの概要：以下の三つを実装した

システムを作成した。 

（１）DICOM タグを活用した画像自動分類（図

1） 

（２）病変単位のデータ管理方式（図 2） 

（３）病院情報システム（HIS）連携による

臨床情報収集の自動化 

 

図 1：血管毎に自動で画像を分類表示 

 

 

図２：過去の病変の情報管理により比較がよ

り正確に可能となる 

 

 

ユーザーインターフェイスとして、実際に過

去画像と比較読影を行う場合の手順例を示

す。 

「血管毎に自動分類されたサムネイル画像

から画像を選択して、今回スタディの画像を

読み込み、画像上の病変位置を入力し，今回

スタディ入力エリアの病変一覧において病

変情報を入力する。今回スタディ入力エリア

の病変一覧の病変を選択する、前回スタディ

参照エリアの病変一覧には対応する前回病

変がハイライトされる。更にハイライトされ

た病変に対応する画像と病変位置が前回ス

タディ参照エリアの画像表示エリアに自動

的に表示される。（図 2）」といった効率化さ

れた手順で読影が可能となった。 

この開発システムを用いて実際に読影する

時間と精度を従来法と比較し臨床評価を行

った。 

（１）評価方法：虚血性心疾患患者 10 人の



新規とフォローアップ症例（計 20 症例）に

ついて、循環器領域を専門とする放射線専門

医（熟達者）（15 年目）1 名と若手放射線科

医（4 年目）1名が従来の PACS とフリーコメ

ント入力での読影法と本システムを用いた

読影法それぞれを用いて読影し，読影時間と

診断能を比較検討した。 

読影時間の評価は、画像読み込み後～レポー

ト入力終了までの時間を測定した。また画像

の読み込み時間は測定対象外とした。 

診断能の評価は、若手放射線科医により従来

のフリーコメントを参照した読影法、本シス

テムのフォローアップ画面での読影法、の 2

通りを用いた読影を行い、全フォローアップ

病変 52 個に対する診断結果を熟達者の正解

データと比較した。 

また対象症例のカルテ情報抽出に所要する

時間を手動の場合と本システムでの場合と

で比較した。 

 
４．研究成果 

従来システムが 392 秒（6.5 分/件）に対して

本システムは 326 秒（5.4 分/件）となり読影

時間が約 19％まで削減できた。 

これは予め画像を分類しているので系統立

てて読影できる点、また、前回病変位置を表

示することでフォローアップ病変の特定が

容易になった点が時間短縮できた要因と考

えられる。 

また、若手と熟達者の全 52 病変における読

影結果の一致率に関しては、本システムでは

指摘病変部位の一致率が 92％から 100％に向

上した。 

臨床情報抽出時間はカルテ参照・手入力によ

る従来法 182.87±75.59 秒/件と比較して、

本システムは 3.13±3.74 秒/件となった。 

本システムにより冠動脈 CT のフォローアッ

プの読影を約 20％削減し，また病変見落とし

を防止する等の診療の質的向上が図れるこ

とが分かった。カルテ情報抽出にかかる時間

も 1症例当たり約 60 倍効率化できることが

示された。 

また、本システムによるカルテ情報抽出には

エラーがゼロであったが、従来法による手動

抽出の場合、図 3に示すように、検査値 20%

以上の入力誤り、病名や薬剤名は 30%以上の

見落しが生じる結果が得られた。 

 

図 3：従来の手動法のシステム抽出結果に対

するデータ一致率 

 

 

 

 

 

 

本システムにより臨床情報を効率的にかつ

正確に収集できることが分かった。今後は、

本システムにおいて病変情報のデータ蓄積

を継続して行うと同時に、他疾患への展開も

検討していく予定である。 
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